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平
成

年
５
月
に「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

２５

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
」が
公
布
さ
れ
、
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
が
平
成

年
１
月
か
ら
は
じ
ま
る

２８

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

何
で
す
か
？

税
務
署
な
ど
の
国
の
行
政
機
関
、県
や
市
役
所

な
ど
の
地
方
公
共
団
体
、年
金
事
務
所
な
ど
に
お

い
て
、基
礎
年
金
番
号
、健
康
保
険
被
保
険
者
番
号
、

納
税
者
番
号
と
い
っ
た
個
人
の
情
報
を
特
定
す
る

番
号
が
、制
度
や
機
関
ご
と
に
多
数
存
在
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、納
税
や
年
金
な
ど
の
手
続
き
を
す

る
際
、関
係
機
関
を
回
っ
て
証
明
書
類
を
入
手
し
、

そ
れ
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、過
重
な
負

担
が
生
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、行
政
機
関
な
ど
で
は
、こ
れ
ら
の
確
認
作

業
等
に
手
間
と
時
間
、費
用
が
か
か
り
、住
民
と
行

政
の
両
者
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、住
民
票
を
持
つ
全
て
の
人
に

桁
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
付
番
し
、

12複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
同
じ
人
の
情
報
を
結
び

付
け
、効
率
的
に
情
報
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に

個
人
情
報
を
他
の
機
関
と
の
間
で
迅
速
か
つ
確
実

に
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

最近マイナンバーって
よく聞くけど何なの？

これから毎月、
詳しく教えるよ！

朝来市マスコットキャラクター
「ちゃすりん」

マイナンバー広報キャラクター
「マイナちゃん」

第１回

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
情
報
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
７

マイナンバーをより詳しく知るには
国では、マイナンバーに関する最新情報を提供しています。
マイナンバー・ポータルサイト（ホームページ）

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
政府広報オンライン（特集マイナンバー）

http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/mynumber/ad/
コールセンター（有料）

日本語対応 ☎0570ー20ー0178
外国語対応 ☎0570ー20ー0291（５か国語）
対応時間 午前9時30分～午後5時30分

（土、日、祝日を除く）
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な
ぜ
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

導
入
す
る
の
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、よ
り
公
平
な
社
会
保
障
制

度
や
税
制
の
基
盤
に
な
る
と
と
も
に
、情
報
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、国
民
の
利
便
性
の
向
上
や

行
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
で
求
め
ら

れ
る
添
付
書
類
の
削
減
や
、マ
イ
・
ポ
ー
タ
ル
を
活

用
し
た
き
め
細
や
か
な
行
政
機
関
か
ら
の
情
報
が

提
供
さ
れ
る
な
ど
、利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、所
得
把
握
の
正
確
性
が
向
上
す
る
た
め
、

真
に
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
人
に
対
す
る
社
会
保

障
の
充
実
、負
担
・
分
担
の
公
平
性
が
よ
り
確
保
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、行
政
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、限
ら
れ
た

行
政
資
源
を
重
点
的
に
配
分
で
き
る
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
分
野
で

利
用
さ
れ
る
の
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
主
な
利
用
範
囲
は
、法
律
で

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
限
ら
れ
た
分
野
で
利

用
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
独
自
に
利
用
す

る
場
合
、社
会
保
障
・
地
方
税
・
防
災
に
関
す
る
事

務
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務
と
さ
れ
、条
例
で
定

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マイナンバーの利用範囲
年金の資格取得や確認・給付 など年金

社会保障事務

雇用保険の資格取得や確認・給付
ハローワークの事務 など

労働

医療保険の保険料徴収 など医療

福祉分野の給付
生活保護 など

福祉

税務当局における確定申告・源泉徴収などの事務
税務当局の内部事務 など

税分野

被災者生活再建支援金の支給
被災者台帳の作成事務 など

災害対策分野

※このほか、福祉、保健、医療その他の社会保障、地方税、防災に関する事務、他に

これらに類する条例で定める事務に利用されることになっています。

３つの効果が
期待されてるんだ。

社会保障、地方税、防災などの事務で条例
をつくれば、市独自の利用もできるんだね。

マイナンバーのメリット
市民の利便性の向上
（面倒な手続きが簡単に）

本人確認や所得などの情報の確認がしやすくなり、証明
書などの交付申請時に必要となる書類の省略や簡素化
ができるようになり、申請時の負担が軽減されます。

公平・公正な社会の実現
（給付金などの不正受給の防止）

所得や行政サービスの受給状況を把握しやすくなり、負
担を不当に免れることや不正受給が防止でき、本当に
困っている人たちへきめ細やかな支援ができます。

行政の効率化
（手続きが正確で早くなる）

国の行政機関や県や市役所など複数の業務間での連携
が進み、作業の重複が減り、情報の照合などにかかる時
間が短縮されます。
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い
た
訓
練
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
女
性
の
多い
職
場
で
あ
るので
、不
審
者
の
侵

入
について
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
職
員の
資
質
能
力・意
識の
向
上
】

■
全
職
員
が
同
じ
思いで
、同
じ
目
標
に
向
かっ

て
取
り
組
むこ
と
がで
き
る
、研
修
の
進
め
方
と

共
通
理
解
が
課
題
と
なっている
。

■
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
、効
率
的
な
研
修
を

工
夫
し
たい
。

◆
職
員
が
進
ん
で
地
域
の
人
た
ち
と
あい
さつ

す
ることで
、子
ど
も
た
ちの
手
本
と
な
る
。

◆
職
員
の「
子
ど
も
は
怒
ら
ず
、ほ
め
て
育
て

る
」との
言
葉
に
安
心
している
。

教
育
課
程

【
生
きる
力の
基
礎
を
身
に
付
け
る
指
導
】

■
基
本
的
生
活
習
慣
の
自
立
を
促
し
、運
動
遊

び
や
園
生
活
で
体
を
動
か
す
機
会
を
持つ。

■
年
齢
に
応
じ
た
運
動
遊
び
の
年
間
計
画
を

立
て
、楽
し
く
遊
びつつ体
力
の
向
上
を
図
る
。

■
小
学
校への
連
続
性
を
考
慮
し
た
交
流
や
生

活
が
図
れ
る
よ
う
、園
と
小
学
校
で
連
携
す
る
。

◆
誕
生
会
や
小
学
校
と
の
交
流
を
参
観
し
た

が
、良い
体
験
なので
今
後
も
継
続
して
ほ
しい
。

園
運
営

【
開
か
れ
た
園
づく
り
】

■
園
だ
よ
り
、クラス
だ
よ
り
、ホ
ーム
ペー
ジの

充
実
を
図
り
、分
か
り
や
すい
発
信
を
心
が
け
る
。

■
年
齢
別
保
護
者
参
観（
参
加
型
）と
給
食
試

食
会
を
実
施
し
、好
評
で
あった
。

■
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
保
育
参
観
を
通
じ
、

教
育
保
育
活
動
の
理
解
推
進
を
図って
き
た
。

今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
保
護
者
の
交
流・

情
報
交
換
の
場
づ
く
り
も
検
討
す
る
。

■
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
んでいるこ
と
や
、楽

し
ん
で
い
る
様
子
を
ク
ラ
ス
だ
よ
り
等
で
行
事

前
後
に
発
信
し
、保
育
の
理
解
を
深
め
る
。

■
保
護
者
の
評
価
が
、園
の
取
り
組
み
や
教
育・

保
育
方
針
に
対
して
プラスに
なった
。今
後
も
、

保
護
者・地
域
の
願
い
や
期
待
を
園
運
営
に
反

映
で
き
る
よ
う
連
携
を
とってい
く
。

◆
園
だ
よ
りで
、一
人
ひ
と
りのこ
と
は
な
か
な

か
伝
え
ら
れ
ない
が
、保
護
者
の
要
求
に
あった

工
夫
を
お
願いし
たい
。

◆
子
育
て
の
責
任
の
第
一
は
家
庭
で
あ
る
とい

う
自
覚
を
促
し
、園
と
一
緒
に
、子
ど
もの
生
活

の
リ
ズ
ム
を
夜
型
か
ら
朝
型
に
整
えて
ほ
しい
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

■
保
護
者
会
を
通
じ
て
、ふ
る
さ
と
学
習
に
取

り
組
むこ
と
がで
き
たので
、継
続
して
取
り
組

んでい
き
たい
。

■
地
域
との
ふ
れ
あい
交
流
を
今
後
も
実
施
し

てい
き
たい
。

■
食
育
を
通
じて
、あい
さつや
感
謝
の
気
持
ち

が
自
然
に
芽
生
え
る
よ
う
、食への
関
心
を
高
め

る
内
容
を
工
夫
し
実
践
してい
く
。

◆
地
域
に
根
付
い
た
園
づ
く
りへ
向
け
、自
治

協
等への
協
力
を
検
討
して
は
。

◆
高
齢
者
との
交
流
や
敬
老
会・地
区
文
化
祭

への
参
加
は
、と
て
も
喜
ば
れ
て
い
る
良
い
取
り

組
み
なので
、今
後
も
続
けて
も
らい
たい
。

【
防
災
意
識
の
高
揚
】

■
危
機
管
理
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、常

に
職
員
間・関
係
機
関
との
連
携
を
深
め
る
。

■
温
か
みの
あ
る
木
造
園
舎
の
良
さ
を
生
か
し

な
が
ら
、園
舎の
老
朽
化の
箇
所
について
は
、け

が
を
事
前
に
防
げ
る
よ
う
安
全
点
検
を
続
け
る
。

■
避
難
訓
練
、交
通
安
全
教
室
な
ど
を
実
施

し
、園
児
の
安
全
に
対
す
る
意
識
づ
け
を
行っ

ている
。

◆
防
災
に
備
え
、各
担
当
を
決
め
、そ
れ
に
基
づ

保
育
活
動

【
幼
児
期
にふ
さ
わしい生
活の
展
開
】

■
身
近
に
あ
る
本
物
に
触
れ
る
機
会
が
持
て
た
。

（ハー
プ
演
奏・影
絵・優
秀
絵
画
展
な
ど
）

■
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、友
だ
ち

同
士
が
認
め
合
え
る
仲
間つく
り
を
図
る
。

■
友
だ
ち
や
異
年
齢
児
間
で
、お
互
い
が
認
め

合
え
る
仲
間つく
り
を
充
実
さ
せる
。

■
年
齢
に
応
じ
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
や
、時
期
に
合った
支
援
の
仕
方
を
、家
庭
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
る
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
生
活
発
表
会
等
、年
齢

に
応
じ
た
保
育
が
進
め
ら
れている
。

【
身
近
な
環
境
に
親
しみ
、関
心
を
持つ行
動
】

■
ヤマ
ビ
ル
や
P
M
２・５
等
に
も
注
意
し
な

が
ら
、地
域
に
出
か
け
る
機
会
を
増
や
す
。

■
校
区
内
の
探
検
に
出
か
け
、身
近
な
自
然
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
持つ。

◆
園
の
菜
園
で
栽
培
し
た
野
菜
な
ど
が
食
育
に

活
用
さ
れ
、楽
しい
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。小

さ
い
時
か
ら
栽
培・収
穫
を
体
験
す
る
こ
と
は

良いことで
あ
る
。

【
言
語
活
動の
充
実
】

■
話
す・聞
くこ
と
を
大
切
に
継
続
指
導
し
、落

ち
着
い
た
環
境
の
な
か
で
友
だ
ち
の
思
い
を
聞

く
場
や
発
表
す
る
場
の
設
定
に
心
が
け
る
。絵

本
や
紙
芝
居
な
どの
言
語
教
材
も
活
用
す
る
。

■
地
域
ボ
ラ
ン
ティア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
、和
田
山
図
書
館
の
巡
回
お
話
会
を
取

り
入
れ
た
。今
後
も
各
団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
進
めてい
く
。

◆
何ご
と
に
も
興
味
を
持つ
時
期
なので
、読
み

聞
か
せ
な
ど
、言
葉
を
覚
え
る
機
会
を
しっか
り

持って
ほ
しい
。

市
教
育
委
員
会
は
、市
内
の
こ
ど
も
園（
７
園
）、幼
稚
園（
２
園
）の
評
価
を
ま
と
め
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、そ
の
な
か
か
ら

一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
評
価
結
果
を
受
け
、職
員
研
修
、教
育
・
保
育
内
容
の
充
実
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
度
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
評
価

26

評
価
項
目
…
園
運
営
、教
育
課
程
、保
育
活
動（
３
分
野
）評
価
方
法
…
自
己
評
価
、関
係
者
評
価

自

己

評

価
…
市
内
各
園
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の
。（
■
印
）

関
係
者
評
価
…
各
園
評
議
員
（
地
域
の
有
識
者
、
保
護
者
会
代
表
な
ど
園
長
が
選
任
）に
よ
っ
て
、

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
が
示
す
課
題
、そ
れ
に
対
す
る
改
善
策
を
評
価
し
た
も
の
。（
◆
印
）

■問い合わせ先
教育委員会こども育成課
☎６７７－２１１３
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６５歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、本人と世帯の市民税の課税状況や本人の前年の所得、

年金収入等に応じて、下表のとおり段階的に決められています。

前年の所得が６月に確定しますので、６月中旬に平成２７年度介護保険料決定通知書をお送りします。

平成27年度
介護保険料決定通知書を送付します（６月中旬）

朝来市の介護サービス総費用

＝ のうち第１号被保険者負担分÷１２か月

朝来市の第１号被保険者数

※４０歳以上６５歳未満の人（第２号被保険者）の介護保険

料は、加入している医療保険の保険料と併せて医療保

険者を通じて納めていただいています。

◆特別徴収（年金からの天引きによる納付）の人

前年度から継続して特別徴収で保険料を納めている人

は、通常、前年度２月の金額と同額を４・６・８月に仮徴収

します。所得等が確定後の１０・１２・２月は年額から仮徴収

額を差し引いた金額を振り分けて決定します。

ただし、１０月以降の保険料が極端に増減しないように、８

月分の仮徴収額から金額を変更して調整させていただく場

合がありますので通知書をご確認ください。

（例）

＊年額６８,４００円から仮徴収額（４月・６月分）を差し引き、

残りの納期（４回）で等分し、１００円未満の端数を８月分に

加えることがあります。

◆普通徴収（口座振替または納付書による納付）の人

（年金額が１８万円未満の人、年度途中で６５歳になった人など）

前年度最終期の金額と同額（または同額から１００円未満の

端数を除いた金額）、または前年度所得段階の月額の２か月

分を４月に納めていただき、６月に所得等確定後、年額から仮

徴収額を差し引いた金額を残りの納期に振り分けて決定します。

（例）

＊年額６８,４００円から仮徴収額（４月分）を差し引き、残り

の納期（５回）で等分し、１００円未満の端数を６月分に加

えています。

※普通徴収から特別徴収に年度途中で切り替わる場合

など計算方法が異なる場合があります。

※年度途中に所得の変更等で納付金額や納付方法に変

更がある場合は、その都度通知します。

朝来市の介護保険料基準額表
（平成２７～２９年度）

保険料の決まり方

※基準額

（月 額）

平成２７年度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収前年度最終期と
同額（仮徴収）

（例） 平成２６年度 第4段階 → 平成２７年度 第５段階
年額 ６８,４００円の場合

１１,２００円１１,２００円１１,２００円１１,２００円１１,３００円１２,３００円

平成２７年度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収前年度２月と同額（仮徴収）

（例） 平成２６年度 第４段階 → 平成２７年度 第５段階
年額 ６８,４００円の場合（調整ありの時）

１０,９００円１０,９００円１０,９００円
１１,１００円
（調整）

１２,３００円１２,３００円

■問い合わせ先

高年福祉課 ☎６７２－６１２４

65歳以上の皆さまへ…

■日 時 ６月２２日（月）～２６日（金）、午前８時３０分～午後７時
６月２７日（土）・２８日（日）、午前１０時～午後５時

■電話番号 ☎０１２０ー００７ー１１０（全国共通）フリーダイヤルぜろぜろななのひゃくとおばん
■相談内容 「いじめ」、体罰、児童虐待など、子どもをめぐるさまざまな人権問題
■相談担当 人権擁護委員、法務局職員※相談は無料で秘密は厳守します
■問い合わせ先 神戸地方法務局人権擁護課 ☎０７８－３９２－１８２１

全国一斉
「子どもの人権１１０番」
強化週間
６月22日（月）～28日（日）

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

年額
保険料

月額
保険料

基準額に
対する割合

対 象 者
所得
段階

３０,７８０

円

２,５６５

円
０.４５

生活保護を受給している人
第
１
段
階

老齢福祉年金を受給している人
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

前年の合計所得金額＋
課税対象となる年金収入額が
８０万円以下の人

４７,８８０

円

３,９９０

円
０.７０

前年の合計所得金額＋
課税対象となる年金収入額が
８０万円を超え１２０万円以下の人

第
２
段
階

５１,３００

円

４,２７５

円
０.７５

前年の合計所得金額＋
課税対象となる年金収入額が
１２０万円を超える人

第
３
段
階

５９,５０８

円

４,９５９

円
０.８７

前年の合計所得金額＋
課税対象となる年金収入額が
８０万円以下の人

本
人
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
市
民
税
課
税
者
が
い
る

第
４
段
階

６８,４００

円

５,７００

円
１.００

前年の合計所得金額＋
課税対象となる年金収入額が
８０万円を超える人

第
５
段
階

８２,０８０

円

６,８４０

円
１.２０

前年の合計所得金額が
１２０万円未満の人

本
人
が
市
民
税
課
税

第
６
段
階

８８,９２０

円

７,４１０

円
１.３０

前年の合計所得金額が
１２０万円以上１９０万円未満の人

第
７
段
階

１０２,６００

円

８,５５０

円
１.５０

前年の合計所得金額が
１９０万円以上２９０万円未満の人

第
８
段
階

１１６,２８０

円

９,６９０

円
１.７０

前年の合計所得金額が
２９０万円以上４００万円未満の人

第
９
段
階

１１９,７００

円

９,９７５

円
１.７５

前年の合計所得金額が
４００万円以上の人

第

段
階

１０
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市市市政政フラッシフラッシュュ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
指
針
と
し
て

文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、活
力
に

満
ち
た
社
会
の
形
成
や
一
人
ひ
と
り
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。特
に
子
ど
も
の
心
身
の
発

育
や
発
達
に
必
要
な
体
力
・
運
動
能
力

の
低
下
や
生
活
習
慣
病
な
ど
健
康
面
へ

の
諸
問
題
に
対
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ

心
身
両
面
に
わ
た
る
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
は「
す
る
」
だ
け
で

な
く
、「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」な
ど
、か
か

わ
り
方
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、生
活
の
一
部
に
ス
ポ
ー
ツ

を
取
り
入
れ
、生
涯
に
わ
た
っ
て
親
し
む

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。市
民
一

人
ひ
と
り
が
目
的
に
応
じ
て
、「
だ
れ
で

も
、い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、多
様
化
し
た
課
題
や
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
積
極
的
な
対
応
を
行
う
と
と

も
に
、総
合
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
発
に
ス

ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

長
期
的
な
視
野
か
ら
朝
来
市
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
指
針
と
な
る
よ
う
に
策
定
し

た
の
が
、『
朝
来
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
』で
す
。

健
康
い
き
い
き
朝
来
の
未
来

計
画
で
は
、全
て
の
市
民
が
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、楽

し
さ
と
感
動
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
中
で
、健
康
で
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き

る
活
力
あ
る
朝
来
市
の
実
現
を
目
ざ
し
、

「
心
と
か
ら
だ
・
人
と
地
域
・
健
康
い
き

い
き
朝
来
の
未
来
」を
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
目
標

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
心
身
の
健
康
づ
く

り
、生
き
が
い
づ
く
り
を
通
じ
た「
自
分

づ
く
り
」が
感
動
の
共
有
、ふ
れ
あ
い
、さ

さ
え
あ
い
に
よ
る「
仲
間
づ
く
り
」へ
と

広
が
り
、さ
ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る「
ま
ち
づ
く
り
」へ
と

展
開
し
て
い
く
３
つ
の
視
点
を
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
施
策

◆
多
様
な
参
加
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す

◎
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

健
康
づ
く
り
の
推
進

◎
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
・
親
し
む

機
会
の
充
実

①
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
、

教
室
の
充
実

②
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
充
実

２１

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
深
め
る
機
会
の
充
実

①
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

②
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の育

成
・
強
化

◎
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

◆
子
ど
も
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す

◎
幼
児
期
か
ら
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
や

心
地
よ
さ
を
実
感
す
る
機
会
の
充
実

◎
学
校
園
に
お
け
る

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

①
学
校
体
育
の
充
実
と

子
ど
も
の
体
力
向
上

②
運
動
習
慣
、食
生
活
等

啓
発
活
動
の
促
進

◆
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す

◎
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供

◎
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
選
手
や
チ
ー
ム
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、教
室
の
開
催

◎
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用

①
学
校
体
育
施
設
の
活
用

②
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
と
連
携

◆
生
涯
を
見
通
し
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制
の
充
実
と

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上

◎
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
の
連
携
と

情
報
共
有
化
の
推
進

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
さ
え
る
人
材
の

育
成
と
活
用

①
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
持
っ
た

人
材
の
育
成
と
活
用

②
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
と
活
用

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

①
地
域
自
治
協
議
会
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進

②
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

交
流
の
促
進

③
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
選
手
・
チ
ー
ム
に
よ
る

元
気
の
発
信

進
行
管
理

「
朝
来
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
」

を
設
置
し
、年
齢
や
体
力
・
能
力
に
応

じ
、身
近
な
地
域
で
手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
実
現
を
目
ざ
し
、年
度
ご
と

の
重
点
目
標
を
設
定
し
て
計
画
に
対

す
る
評
価
を
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

※
こ
の
計
画
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
幅

広
く
捉
え
、
競
技
種
目
だ
け
で
な
く
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

幼
児
の
運
動
遊
び
な
ど
、内
容
に
か
か

わ
ら
ず
身
体
を
使
っ
た
運
動
全
て
を

含
ん
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉
を

用
い
て
い
ま
す
。

※
計
画
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎（
６
７
７
）
２
１
１
６

来
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定

朝朝朝

市
教
育
委
員
会
は
、平
成

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
、

２７

３１

朝
来
市
が
目
ざ
す
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
方
向
性
を
示
す
計
画
と
し
て

「
朝
来
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
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学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合

的
な
施
策
の
大
綱
」に
つ
い
て
は
、今
年

３
月
に
、教
育
委
員
会
が
策
定
し
た

「
あ
さ
ご
夢
・
学
び
プ
ラ
ン
」（
朝
来
市
教

育
振
興
基
本
計
画
）を
あ
て
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

今
後
は
、教
育
を
行
う
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
の
整
備
等
、地
域
の
実
情
に

応
じ
た
教
育
、学
術
・
文
化
の
振
興
を
図

る
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
に
つ

い
て
の
協
議
や
調
整
を
行
う
た
め
、毎
年

度

月
と
２
月
ご
ろ
に
定
期
的
に
会
議

１０
を
開
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、児
童
、

生
徒
等
の
生
命
や
身
体
の
保
護
の
必
要

が
あ
る
等
の
緊
急
の
場
合
に
は
、必
要
に

応
じ
て
会
議
を
開
き
、講
ず
べ
き
措
置
に

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
、５
月

日
、農
業
研
修
セ
ン

１４

タ
ー
で「
第
１
回

朝
来
市
総
合
教
育
会

議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」が
改
正

さ
れ
、今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
実
施
す
る
も
の
。市
長
と

教
育
委
員
会
が
十
分
な
意
思
疎
通
を

図
り
、地
域
の
教
育
の
課
題
や
あ
る
べ
き

姿
を
共
有
し
て
、よ
り
一
層
民
意
を
反

映
し
た
教
育
行
政
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、多
次

た

じ

勝
昭
市
長
、教
育
委

か
つ
あ
き

員
会
の
藤
井

ふ

じ

い

義
正
委
員
長
、

よ
し
ま
さ

松
本
み
ゆ

ま
つ
も
と

き
委
員
、照
山

て
る
や
ま

智
浩
委
員
、

と
も
ひ
ろ

青
田

あ

お

た

勉
委

つ
と
む

員
、垣
尾

か

き

お

幸
博
教
育
長
の
６
人
が
出
席
。

ゆ
き
ひ
ろ

こ
れ
か
ら
の
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
朝
来
市
の
教
育
、

会議の様子

但
ご
み
処
理
計
画
検
討
委
員
会

ご
み
処
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
答
申

南南南南
但
ご
み
処
理
計
画
検
討
委
員
会

は
、南
但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の

一
般
廃
棄
物
処
理
の
基
本
的
な
方
向

性
に
つ
い
て
、朝
来
・
養
父
両
市
で
組
織

す
る
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
の
管

理
者
で
あ
る
養
父
市
の
広
瀬

ひ

ろ

せ

栄
市
長
へ

さ
か
え

の
答
申
を
、４
月

日
、養
父
市
役
所

２８

で
行
い
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、昨
年
８
月

日
に

２９

設
置
さ
れ
た
も
の
。

人
の
委
員
に
よ
っ

３０

て
こ
れ
ま
で
５
回
の
検
討
委
員
会
が
開

か
れ
、そ
の
な
か
で
基
本
的
な
方
向
性
に

つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た「
一
般
廃
棄
物

（
ご
み
）処
理
基
本
計
画
」が
、同
委
員

会
の
高
木

た

か

ぎ

俊
雄
委
員
長（
養
父
市
）、

と

し

お

太
田
垣

お

お

た

が

き

總
一
郎
副
委
員
長（
新
井
２

そ
う
い
ち
ろ
う

区
）か
ら
広
瀬
管
理
者
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

広瀬管理者（左）に答申書が手渡されました

答
申
は
、「
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
ざ
し
、行
政
と
事
業
者
、

市
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
、参
画

と
協
働
に
よ
っ
て
確
実
な
計
画
実
施
と

実
践
活
動
の
具
体
化
が
重
要
で
あ

る
。」と
の
内
容
。答
申
を
受
け
、広
瀬

管
理
者
は
、「
生
活
の
中
で
ゴ
ミ
は
必
ず

出
る
も
の
で
あ
る
が
、日
常
生
活
の
中
で

一
人
ひ
と
り
が
意
識
す
る
か
し
な
い
か

で
ゴ
ミ
の
量
が
変
わ
る
。両
市
の
市
民
が

真
剣
に
考
え
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、資
源

化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。こ
の
こ
と

が
地
球
環
境
や
温
暖
化
防
止
、住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。こ
の

基
本
計
画
を
尊
重
し
、南
但
広
域
行

政
事
務
組
合
に
お
け
る
行
政
指
針
に

し
て
い
き
た
い
。」と
述
べ
ま
し
た
。

「
Ａ－

p
i
c
」
創
業
・
異
業
種

マ
ッ
チ
ン
グ
の
相
談
を
ス
タ
ー
ト

あ
さ
ご
元
気
産
業
創
生
セ
ン
タ
ー

「
Ａ－

ｐ
ｉ
ｃ
」は
、６
月

日
か
ら
創

エ

ー

ピ

ッ

ク

１０

業
や
異
業
種
マ
ッ
チ
ン
グ
を
希
望
す
る
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
相
談
業
務
を
開
始
し

ま
す
。
市
役
所
本
庁
舎
２
階
（
経
済
振
興

課
内
）に
事
務
所
を
構
え
、「
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
」皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

そ
の
場
で
解
決
で
き
な
い
問
題
に
は
、関

係
機
関
と
調
整
し
迅
速
な
対
応
を
心
掛

け
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ご
元
気
産
業
創
生
セ
ン
タ
ー

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

（
経
済
振
興
課
内
）

さ
ご
元
気
産
業
創
生
セ
ン
タ
ー

あああ

１
回
朝
来
市
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

第第第

◎センタースタッフ
嶋村コーディネーター 吉澤センター長 加藤コーディネーター



江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
、生
野
鉱
山

は
銀
か
ら
銅
の
精
錬
へ
と
そ
の
主
力
を

変
え
て
い
ま
し
た
が
、依
然
と
し
て
幕

府
を
支
え
る
経
済
基
盤
と
し
て
重
要

な
存
在
で
し
た
。し
か
し
そ
の
背
後
に

は
、銅
を
掘
り
出
す
労
働
力
を
支
え

る
た
め
、高
騰
す
る
年
貢
に
あ
え
ぐ

農
民
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。東
河
庄

野
村（
と
が
し
ょ
う
の
む
ら
、現
・
和
田

山
町
野
村
）の
年
寄
で
あ
っ
た
小
山

弥
兵
衛（
こ
や
ま
や
へ
え
）は
、こ
の
年

貢
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
起
こ
っ
た
、

元
文
三
年（
１
７
３
８
）「
生
野
銀

山
元
文
一
揆（
げ
ん
ぶ
ん
い
っ
き
）」の

首
謀
者
の
一
人
と
し
て
処
分
さ
れ
、

壱
岐（
い
き
、現
・
長
崎
県
壱
岐
市
）へ

配
流（
は
い
る
）さ
れ
、そ
の
地
で
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。壱
岐
島
で
は
、流
人

で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
温
か
く
迎
え

入
れ
て
く
れ
た
住
民
に
対
し
て
、子
ど

も
へ
の
読
み
書
き
の
指
導
な
ど
を
通
じ

て
恩
を
返
し
ま
し
た
。そ
の
あ
り
さ
ま

は
島
の
人
々
に
よ
っ
て
義
人
と
し
て
語

り
継
が
れ
、ま
た
、故
郷
の
東
河
地
域

で
は
弥
兵
衛
と
そ
の
孫
娘
で
あ
る
全

鏡（
ぜ
ん
き
ょ
う
）と
の
出
会
い
の
物

語
と
し
て
永
く
語
り
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。岡
田
の
法
宝
寺（
ほ
っ
ぽ
う
じ
）

に
そ
び
え
る
ク
ス
ノ
キ（
市
指
定
天
然

記
念
物
）は
、全
鏡
が
壱
岐
島
か
ら

持
ち
帰
っ
た
も
の
と
し
て
現
在
ま
で
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、弥
兵
衛
を
め
ぐ
る
物
語
や
現
在

残
っ
て
い
る
歴
史
遺
産
の
存
在
は
、現

代
ま
で
、和
田
山
町（
現
・
朝
来
市
）・

芦
辺（
あ
し
べ
）町（
現
・
壱
岐
市
）を

結
ぶ
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

壱
岐
市
に
所
在
す
る
原
の
辻（
は

る
の
つ
じ
）遺
跡（
国
特
別
史
跡
）は

『
魏
志
』倭
人
伝（
ぎ
し
わ
じ
ん
で
ん
）

に
記
さ
れ
た「
一
支
国（
い
き
こ
く
）」

の
王
都
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
大

集
落
遺
跡
で
す
。こ
の
遺
跡
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の
活

発
な
交
易
を
示
す
資
料
と
と
も
に
、

集
落
の
構
造
と
し
て
農
耕
技
術
と
と

も
に
も
た
ら
さ
れ
た
集
落
を
取
り
囲

む「
環
濠（
か
ん
ご
う
）」を
有
す
る
構

造
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
弥
兵
衛
の
故
郷
で
あ
る
東

河
地
域
に
お
い
て
も
大
盛
山（
お
お

も
り
や
ま
）遺
跡
と
い
う
環
濠
集
落

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

市市市政政フラッシフラッシュュ
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弥弥兵衛のあしあ弥兵衛のあしあとと
～和田山・東河地域の歴史文化～和田山・東河地域の歴史文化～～

田
城
跡
の「
冬
季
閉
山
」に
つ
い
て
考
え
る

竹竹竹市
は
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協

定
を
結
ん
だ
神
戸
新
聞
社
の
協
力
を
得

て
、「〝
天
空
の
城
が
あ
る
ま
ち
〟竹
田
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」を
、４
月

日
、竹
田
地

２７

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

竹
田
城
跡
で
は
、昨
季
初
め
て
冬
季

閉
山
を
行
っ
た
際
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
。こ
の
会
議
は
、そ
の
結

果
か
ら
今
後
の
観
光
に
つ
い
て
、関
係
す

る
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
聞
こ
う
と

開
い
た
も
の
。竹
田
城
跡
の
観
光
に
関

わ
り
の
あ
る
企
業
や
団
体
、地
域
の
皆

さ
ん
な
ど

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

会
議
で
は
、冬
季
閉
山
に
つ
い
て
、「
観

光
客
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
」な
ど
の
課
題

が
あ
が
っ
た
一
方
、「
地
域
ぐ
る
み
で
の
魅

力
づ
く
り
が
大
切
」と
の
提
案
も
あ
る
な

ど
、多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。７月中を目標に意見をまとめる予定としています

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
は
、５

月

日
、市
内
２
か
所
で
交
通
安
全

１１
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
５
月

日
か
ら

日
に
か

１１

２０

け
て
実
施
さ
れ
た「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」に
ち
な
ん
で
行
っ
た
も
の
で

す
。こ

の
う
ち
国
道
３
１
２
号
沿
線
に

あ
る
生
野
町
口
銀
谷
の
ロ
ー
ソ
ン
生

野
イ
ン
タ
ー
店
駐
車
場
で
は
、
朝
来

警
察
署
員
や
朝
来
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
、
朝
来
市
交
通
安
全
協
会
の

皆
さ
ん
な
ど
お
よ
そ

人
が
参
加
。
車

２５

で
通
り
か
か
っ
た
運
転
手
へ
む
け
、「
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
」「
交
通

事
故
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」と
呼

び
か
け
、チ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡
し
て
い

ま
し
た
。

交通事故の無い朝来市の実現へむけて

の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

春春春
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農
耕
技
術
と
と
も
に
大
陸
か
ら
伝

わ
っ
て
き
た
集
落
構
造
が
、こ
の
朝
来

市
と
壱
岐
市
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

こ
と
は
、弥
兵
衛
が
歩
ん
だ
事
跡
と

と
も
に
、何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、く
し
く
も
平
成

年
に
は
、

２５

両
市
を
代
表
す
る
遺
跡
で
あ
る
史

跡
・
茶
す
り
山
古
墳（
朝
来
市
）と
特

別
史
跡
・
原
の
辻
遺
跡（
壱
岐
市
）出

土
資
料
が
同
時
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、新
た
な
絆（
き
ず

な
）が
生
ま
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
縁
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、平
成

年
２

２６

月
に
は
両
市
の
歴
史
・
教
育
・
経
済

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
も
結
ば
れ
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
て
朝
来
市
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
壱
岐
市
と
朝
来

市
の
縁
を
周
知
す
る
た
め
の
コ
ー
ナ
ー

を
特
別
展
示
室
に
設
け
て
い
ま
す
。

朝
来
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
は
、今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
展
示
と
し

て
、６
月

日
に
行
わ
れ
る
朝
来
市

２７

と
壱
岐
市
と
の
友
好
都
市
提
携
の

調
印
に
あ
わ
せ
て
、小
山
弥
兵
衛
の

足
跡
と
故
郷
・
東
河
地
域
の
歴
史

文
化
遺
産
を
紹
介
す
る
展
示
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今
月
号

か
ら
９
月
号
ま
で
、小
山
弥
兵
衛
の

事
跡
や
弥
兵
衛
が
生
ま
れ
た
和
田

山
・
東
河
地
域
の
歴
史
遺
産
に
つ
い

て
ご
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

れ
あ
い
市
長
室
を
開
催

ふふふ市
は
、「
ふ
れ
あ
い
市
長
室
」を
、５
月

７
日
に
岡
田
区
、

日
に
高
生
田
区
で

２０

開
催
し
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
市
長
室
」は
、多
次

た

じ

勝
昭

か

つ

あ

き

市
長
が
市
内
の
各
区
に
出
向
き
、直
接

市
民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
機
会
を
持

つ
こ
と
で
、市
政
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

岡
田
区
で
の「
ふ
れ
あ
い
市
長
室
」は

同
区
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。参
加
し

た

人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、有
害
鳥
獣
・

２１
ヤ
マ
ビ
ル
へ
の
対
策
、耕
作
放
棄
地
の
問

題
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
に
つ
い
て
、

な
ど
地
域
に
密
着
し
た
課
題
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、公
民
館
で
の
懇
談
に

続
き
、多
次
市
長
ら
が
実
際
に
地
域
内

を
視
察
し
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
市
長
室
」は
、今
後
も
各

区
を
巡
回
し
な
が
ら
行
う
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、秘
書
広
報
課［
☎（
６
７

２
）６
１
１
３
］ま
た
は
、各
支
所
地
域

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多くのご意見が寄せられました

小
山
弥
兵
衛
の
墓（
暦
応
寺
跡
）長
崎
県
壱
岐
市

り
ゃ
く
お
う
じ

朝来市埋蔵文化財センター特別展
◆会期 ６月２７日（土）～９月２７日（日）
◆会場 朝来市埋蔵文化財センター

「古代あさご館」特別展示室（大月）
◆展示内容 元文

げ ん ぶ ん

一揆と小山弥兵衛に関する資
い っ き こ や ま や へ え

料、東河地域の歴史資料の展示紹介
【主な展示物】
◎元文一揆関係の資料
◇生野代官所跡関連遺跡出土資料
◇史料『和田上道氏日記』※朝来市指定文化財

か ん だ ち

（円明寺所蔵資料）
え ん み ょ う じ

◇弥兵衛・全鏡からの手紙（
ぜ ん き ょ う

水月院所蔵資料）
す い げ つ い ん

◎和田山・東河地域とその歴史
《弥生時代》大盛山遺跡出土資料

お お も り や ま

《古墳時代》岡田古墳群（埴輪）
《奈良・平安時代》平城宮跡出土（木簡レプリカ）
（但馬国府・国分寺館所蔵資料）
《安土・桃山時代》制札※朝来市指定文化財
（法宝寺所蔵資料）

ほ っ ぽ う じ

【その他】
◎「あんてなミュージアムショップ」の開設
会期中「一支国博物館」のグッズを特別販売します

い き こ く

朝来市埋蔵文化財センター☎６７０－７３３０

平成１７年４月に、生野町、和田山町、山東町、朝来町

が合併して誕生した朝来市は、今年で市制施行１０周

年を迎えました。これを記念して式典を開催します。

◆日時 ６月２８日（日）、午前９時３０分から

◆会場 和田山ジュピターホール（玉置）

※式典の出席は招待者・関係者のみとさせていただき

ます。ご了承ください。

【イベントを開催します】

記念式典の開催にあわせて、イベントを開催します。ど

なたでもお越しいただけます。

◆日時 ６月２８日（日）、午前１０時～午後４時

◆会場 和田山中央文化公園芝生広場（玉置）

◆内容 「ちびっこランド」

エアー遊具、ミニ新幹線、移動動物園ほか

朝来市音楽祭2015を開催します
朝来市市制施行１０周年記念事業として、全国屈指の吹

奏楽団「龍谷大学吹奏楽部」を招き、「朝来市音楽祭
りゅうこく

２０１５」を開催します。ぜひご来場ください。

◆日時 ７月１８日（土）、午後２時開演

◆会場 和田山ジュピターホール（玉置）

◆内容 アフリカンシンフォニー、花は咲く、宝島ほか

市内中高生との合同演奏もあります

◆その他 入場無料 ※入場には市役所本庁、各支所、

市内ホール等で６月中旬から配布する整理券が必要です。

【問い合わせ先】秘書広報課☎６７２－６１１３
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朝来市市制施行１０周年
記念式典 ６月28日（日）
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の
市
）、
絵
師

舟
岡
恵
凡
さ
ん（
相
生

ふ

な

お

か

け

い

ぼ

ん

市
）の
作
品
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

竹
田
中
町
の
法
樹
寺
で
、４
月

ほ

う

じ

ゅ

じ

２５

日
か
ら

日
ま
で「
竹
田
塗
作
品
展
」

２９

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は「
竹
田
塗
研
究
会
」

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
。法
樹
寺
に

伝
わ
る
竹
田
城
最
後
の
城
主
で
あ
る

赤
松
広
秀
が
愛
用
し
た
と
い
わ
れ
る
竹

あ

か

ま

つ
ひ

ろ

ひ

で

田
塗
の
お
膳
や
お
椀
が
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、竹
田
塗
や
姫
路
市
に
伝
わ
っ
て
い
た

書
写
塗
の〝
復
活
〟に
取
り
組
ん
で
い
る

塗
師
の
岡
田
道
明
さ
ん（
た
つ
の
市
）が
、

お

か

だ

み

ち

あ

き

技
法
や
素
材
な
ど
を
史
実
に
基
づ
き

再
現
し
た
竹
田
塗
の
作
品
を
は
じ
め
、

約
１
０
０
点
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、陶
芸
家

名
村
聡
さ
ん（
た
つ

な

む

ら

さ
と
る

伝伝
統
の
技
法
で
復
活
「
竹
田
塗
作
品
展

伝
統
の
技
法
で
復
活
「
竹
田
塗
作
品
展
」」

作品を手にする岡田さん

「
和
田
山
駅
前
セ
ン
タ
ー
街
に
賑
わ

に
ぎ

い
を
取
り
戻
そ
う
」と
ス
タ
ー
ト
し
た

「
和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
」が
、４
月
２５

日
の
開
催
で
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
も
、野
菜
や
生
鮮
食
品
、ス

イ
ー
ツ
、生
活
雑
貨
な
ど
の
販
売
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、虎
臥
陣
太
鼓
の
演
奏
、

演
歌
シ
ョ
ー
、フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
は
、毎
月
第

４
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
の
開
催
で
、次
回
は
６
月

日
。ま
た
、

２７

出
展
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
、和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
実
行
委

員
会（
朝
来
市
商
工
会
内
）［
☎（
６
７

２
）２
３
６
２
］ま
で
。

５５
周
年
「
和
田
山
駅
前
ト
ラ
市

５
周
年
「
和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
」」

毎回 多くの皆さんが訪れています
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４
月

日
か
ら
５
月
４
日
に
か
け
、

２１

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
の
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
学
校
修
学

旅
行
団
の
一
行

人（
生
徒

人
・
引

７４

６２

率
等

人
）が
、２
班
に
わ
か
れ
、山
東
・

１２

生
野
・
朝
来
地
域
を
訪
問
し
ま
し
た
。

回
目
と
な
る
今
回
も
、一
行
は

１８
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、自

転
車
に
よ
る
市
内
散
策
や
、
グ
ル
ー
プ

学
習
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

中
学
校
で
の
授
業
体
験
は
、こ
れ
ま
で
の

山
東
・
生
野
両
中
学
校
に
加
え
、朝
来

中
学
校
で
も
実
施
し
ま
し
た
。

滞
在
中
の
４
月

日
に
は
、山
東
自

２４

然
の
家
で
、朝
来
市
連
合
国
際
交
流

協
会
主
催
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
か
れ
、協
会
関
係
者
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
が
参
加
し
、記
念
品

交
換
や
、両
国
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
歌
・

ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝朝
来
市
を
訪
問
ア
メ
リ
カ
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
・
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中
の
生
徒
た

朝
来
市
を
訪
問
ア
メ
リ
カ
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
・
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中
の
生
徒
た
ちち座禅を体験

ダンスを披露

一
方
、５
月
７
日
か
ら

日
ま
で
の

１６

期
間
、ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ニ
ュ
ー

バ
ー
グ
市
の
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中
学

校
の
第

次
ジ
ュ
ニ
ア
使
節
団
、

人

２４

２０

（
生
徒

人
・
引
率
等
４
人
）が
、朝
来

１６

市
を
訪
れ
、和
田
山
地
域
を
中
心
に
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

一
行
は
、滞
在
中
、生
野
銀
山
や
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
の
施
設

を
訪
問
し
た
ほ
か
、和
田
山
中
学
校
で

の
授
業
体
験
、枚
田
・
大
蔵
・
糸
井
小

学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、５
月

日
に
は
、寺
内
の

１４

光
福
寺
で
座
禅
に
挑
戦
し
ま
し
た
。生

こ

う

ふ

く

じ

徒
た
ち
は
鈴
木
文
孝
住
職
か
ら
、座
禅

す

ず

き

ふ

み

た

か

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
さ
っ
そ
く
挑
戦
、

慣
れ
な
い
姿
勢
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

背
筋
を
伸
ば
し
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
み
ま
し
た
。
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５
月
２
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の
期

間
、生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
を

は
じ
め
、生
野
地
域
一
帯
で「
銀
谷
の
わ

か

な

や

ら
べ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、端
午
の
節
句
に
生
野
の
歴

史
あ
る
ま
ち
並
み
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
。今
年
は
約

軒
の
施
設
や
商
店
、民

４０

家
な
ど
に
五
月
人
形
が
飾
ら
れ
、訪
れ

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、期
間
中
の
５
月

日
に
は
、井

２４

筒
屋
、志
村
喬
記
念
館
、口
銀
谷
銀
山

し

む

ら

た

か

し

町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

「
生
野
マ
ル
シ
ェ
」が
初
め
て
開
か
れ
、地

域
の
手
作
り
産
品
を
集
め
た
手
作
り
市

銀銀
山
町
で
楽
し
む
端
午
の
節
句
「
銀
谷
の
わ
ら
べ

銀
山
町
で
楽
し
む
端
午
の
節
句
「
銀
谷
の
わ
ら
べ
」」

が
開
か
れ
た
ほ
か
、竹
カ
ゴ
づ
く
り
、草

木
染
な
ど
の
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、市
制
施
行

周
年
を
記
念

１０

し
、ま
た
当
日
が「
国
際
博
物
館
の
日
」に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、例
年
の
秋
か
ら
開
催

時
期
を
変
更
し
ま
し
た
が
、天
候
に
も
恵

ま
れ
約
１
千
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、日
用
品
や

衣
類
、手
づ
く
り
の
雑
貨
な
ど
の
ブ
ー
ス

が
出
展
さ
れ
、品
定
め
を
し
な
が
ら
歩
く

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。芸
術
村
で

は
、陶
芸
、か
ず
ら
編
み
、木
工
な
ど
の
制

作
体
験
や
販
売
な
ど
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、ご
ち
そ
う
村
で
は
、来
場

者
に
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
が
振
る
舞
わ
れ
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
博
物
館

施
設
復
興
の
た
め
の
義
援
金
の
呼
び
か

け
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
と
朝
来
警
察
署
は
、４
月

日
、

２９

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で「
兵
庫

県
警
察
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

第

回
を
迎
え
た
今
回
も
、県
警
音

１９

楽
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、日
本
の
唱
歌

や
歌
謡
曲
を
は
じ
め
と
す
る
な
じ
み
深

い
曲
の
演
奏
や
、カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
華
麗
な
ポ
ン
ポ
ン

ホ

ッ

プ

ス

演
技
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、市
内
の
２
つ
の
高
校
、４
つ
の

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
演
奏

や
、県
警
音
楽
隊
と
の
合
同
演
奏
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

県県
警
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー

県
警
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
トト

今今
年
は
春
に
開
催
「
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

今
年
は
春
に
開
催
「
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」」

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
は
、５
月

日
、同
館
彫
刻
公
園
で「
芸
術
村
と
フ

１７リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

５
月

日
、齋
賀
加
寿
子
さ
ん（
豊

さ

い

が

か

ず

こ

１４

岡
市
）か
ら
、「
大
蔵
小
学
校
の
児
童
の

教
育
へ
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
、朝
来
市

へ
１
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

齋
賀
さ
ん
の
夫
、故
齋
賀
正
己
さ
ん

ま

さ

み

は
、平
成

年
４
月
か
ら
大
蔵
小
学
校

２６

の
校
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、今

年
の
２
月

日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

１６

市
で
は
、故
人
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

郷
土
の
先
人
で
あ
る
森
は
な
さ
ん
の
作

品「
じ
ろ
は
っ
た
ん
」を
顕
彰
す
る
意
味

を
込
め
、い
た
だ
い
た
寄
附
金
で
同
校

に
、森
は
な
さ
ん
の
胸
像
を
制
作
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

大大
蔵
小
学
校
の
教
育
へ

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

大
蔵
小
学
校
の
教
育
へ

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
たた

多次市長（左）から齋賀さん（右）へ感謝状を贈りました

フリーマーケットのようす

平成２７年６月平成２７年６月号号11

TTownTopicTownTopicss ～まちのわだい～～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。 秘書広報課 ☎672-611３

各所で五月人形が展示されました（志村喬記念館）

県警音楽隊と中高生による合同演奏
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市
は
、朝
来
市
市
制
施
行

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

１０男
女
共
同
参
画
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月
４
日

、
（土）

午
後
２
時
～

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

▽
演
題

『
男
女
共
同
参
画

時
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
上
手
に
つ

き
合
う
法
～
Ｃ
Ｍ
を
見
な
が

ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～
』

▽
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
小
川
真
知
子
理
事
長

お

が

わ

ま

ち

こ

▽
入
場
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

人
権
推
進
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
２

現
在
、児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
に「
児
童
手
当

現
況
届
」を
送
付
し
ま
す
。

６
月
末
ま
で
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、市
民
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、児
童
手

当
法
上
、児
童
手
当
を
受
け

て
い
る
人
全
員
に
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、６
月

１
日
現
在
で
の
養
育
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。提
出
が
な
い
と
、６

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。ご
注
意
く

だ
さ
い
。対
象
者
に
は
５
月

下
旬
に
現
況
届
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

※
６
月
か
ら
新
た
に
児
童

手
当
を
受
給
す
る
人
は
、現

況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
０

消
費
税
引
き
上
げ
の
影

響
な
ど
を
踏
ま
え
子
育
て

世
帯
を
対
象
に
、平
成

年
２７

度
も「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」を
給
付
し
ま
す
。

▽
給
付
基
準
日
・
対
象
者

平
成

年
５
月

日
現

２７

３１

在
で
朝
来
市
に
在
住
し
、平

成

年
６
月
分
児
童
手
当

２７

（
特
例
給
付
を
除
く
）の
受

給
対
象
者
。

▽
給
付
対
象
児
童
・
給
付
金
額

給
付
対
象
者
の
平
成
２７

年
６
月
分
児
童
手
当
受
給

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３

千
円

▽
申
請
書

対
象
に
な
る

人
に
は
、５
月
下
旬
に
児
童

手
当
現
況
届
と
あ
わ
せ
て

郵
送
し
て
い
ま
す
。公
務
員

に
は
勤
務
先
か
ら
申
請
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

６
月

１
日

～
９
月
１
日

（月）

（火）

※
児
童
手
当
現
況
届
の
提

出
期
限
は
６
月

日

で

３０

（火）

す
。可
能
な
限
り
児
童
手
当

現
況
届
と
と
も
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
０

母
子
家
庭
等
の
た
め
の
法

律
相
談（
無
料
）を
行
い
ま
す
。

▽
相
談
日

７
月
３
日
（金）

▽
会
場

朝
来
市
福
祉
事

務
所（
東
谷
）

▽
対
象

母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、寡
婦
と
そ

れ
ら
に
準
じ
る
人

▽
担
当

松
重
君
予
弁
護

ま
つ
し
げ
き

み

よ

士（
兵
庫
県
母
子
等
専
門

相
談
員
）

▽
申
込
み

６
月

日
１２

（金）

ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
事
前

に
聴
取
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

（
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
）

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

５
月
１
日
付
け
で
、民

生
・
児
童
協
力
委
員
が
交
代

し
ま
し
た
。

▽
羽
渕
区

新

椿
野
美
和
子
さ
ん

つ
ば
き
の

み

わ

こ

▽
任
期

平
成

年

月

２８

１１

日
ま
で

３０▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。
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暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

《国民健康保険の加入・脱退には手続きが必要で《国民健康保険の加入・脱退には手続きが必要ですす》》
◆会社の健康保険などに加入した場合（国保脱退）

会社の健康保険（社会保険）や共済組合、国民健康保

険組合等に加入した場合、市役所窓口で国民健康保険脱

退の手続きをお願いします。

国保脱退の手続きは、自動的には行われませんのでご

注意ください。

【必要書類等】

◎新しく取得した会社などの健康保険証（被扶養者が

ある場合は全員分）または資格取得証明書

◎国民健康保険証

◎印鑑

※仕事で忙しい場合などは、郵送による届け出（国保脱退

手続きの場合のみ）も可能です。郵送による手続きを希

望する場合は、問い合わせ先までご連絡ください。

◆退職によって社会保険をやめ

国民健康保険に加入する場合（国保加入）

退職後１４日以内に、市役所窓口へ、次のものを持参し

ていただき手続きをお願いします。

【必要書類等】

◎社会保険資格喪失証明書

◎運転免許証など本人確認書類

◎印鑑

児
童
手
当
の
現
況
届

第第107第107回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

朝
来
市
市
制
施
行

周
年
記
念
事
業

１０

男
女
共
同
参
画
講
演
会

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

民
生
・
児
童
協
力
委
員
の
交
代

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

南但馬自然学校遊友体験活動
◆日時 ７月１１日（土）、午前９時３０分～正午 ◆会場 南但馬自然学校（山東

町迫間）◆内容 水辺の生き物・昆虫さがし ◆対象 県内に在住する人 ◆費用
５０円（保険料）◆申込み方法 申込用紙に必要事項を記入のうえ７月６日

（月）までに ◆申込み・問い合わせ先 県立南但馬自然学校指導課☎（６７６）４７３１



平平成２７年６月平成２７年６月号号13

国
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
多

数
生
息
す
る
朝
来
市
で
、「
第

６
回
自
然
再
生
学
会
全
国

大
会
兵
庫
県
朝
来
市
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。ど
な
た
で

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時

７
月
４
日

、
（土）

午
後
１
時
～

▽
会
場

生
野
マ
イ
ン
ホ
ー

ル（
口
銀
谷
）

▽
内
容

◎
基
調
講
演

講
師
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究

所
栃
本
武
良
所
長

と
ち
も
と
た
け
よ
し

◎
自
然
再
生
を
研
究
す
る

市
民
、学
生
、技
術
者
、研

究
者
ら
に
よ
る
研
究
論
文
等

の
発
表
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

生
野
支
所
地
域
振
興
課

☎（
６
７
９
）５
８
０
２

文
化
財
課

☎（
６
７
０
）７
３
３
０

「
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
受
給
者
証
」の
更
新
を

希
望
す
る
人
を
対
象
に
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

有
効
期
限
が
平

成

年
９
月

日
ま
で
有

２７

３０

効
の
受
給
者
証
を
持
ち
、１０

月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
交

付
を
希
望
す
る
満

歳
未
満

２０

（

月
１
日
現
在
）の
人
。

１０▽
受
付
期
間

７
月
１
日

～
８
月

日

（
土
日

（水）

２１

（金）

祝
は
除
く
）※
９
月
末
ま
で

受
付
可
能
で
す
が
、新
し
い

受
給
者
証
の
発
送
が

月
１０

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

▽
手
続
き

更
新
手
続
き

に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
の

案
内
は
、６
月
末
ま
で
に
各

受
給
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

７
月
上
旬
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課

☎（
６
７
２
）６
８
６
７

「
指
定
難
病
及
び
特
定
疾

患（
ス
モ
ン
）医
療
受
給
者

証
」の
更
新
を
希
望
す
る
人
を

対
象
に
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

有
効
期
限
が
平

成

年
９
月

日
ま
で
有

２７

３０

効
の
受
給
者
証
を
持
ち
、１０

月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

交
付
を
希
望
す
る
人
。※
有

効
期
限
が

月
末
の
受
給

１２

者
証
を
持
つ
人
に
は
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

７
月
１
日

～
８
月

日

（
土
日

（水）

３１

（月）

祝
は
除
く
）※
９
月
末
ま
で

受
付
可
能
で
す
が
、新
し
い

受
給
者
証
の
発
送
が

月
１０

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

▽
手
続
き

更
新
手
続
き

に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
の

案
内
は
、６
月
末
ま
で
に
各

受
給
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

７
月
上
旬
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課

☎（
６
７
２
）６
８
６
７

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

農
地
の
借
り
受
け
を
希
望
す

る
皆
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活

用
し
て
農
地
を
借
り
受
け
る

に
は
、あ
ら
か
じ
め
借
り
受
け

希
望
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

ま
た
、す
で
に
登
録
し
て
い

る
人
も
年
度
ご
と
の
新
た
な

応
募
が
必
要
で
す
。（
応
募

が
な
い
場
合
は
資
格
が
失
効

し
ま
す
）ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

６
月
１
日

～

日

（月）

３０

（火）

▽
申
込
み

所
定
の
申
込

書
を
メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
、郵

送
で（
公
社
）兵
庫
み
ど
り

公
社
ま
た
は
朝
来
農
地
管

理
事
務
所
（
兵
庫
県
朝
来

農
林
振
興
事
務
所
内
）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。※
申
込

書
は（
公
社
）兵
庫
み
ど
り

公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

http://w
w
w
.forest-hy

ogo.jp

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
農
地
管
理
事
務
所

☎（
６
７
２
）６
８
７
８

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
は
、平
成

年
度（
Ａ

２８

日
程
）の
入
学
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象

大
学
を
卒
業（
見

込
み
含
む
）し
た
人
、も
し
く

は
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
社
会
人
経
験
者
や

留
学
生
。

▽
募
集
人
員

人（
予
定
）

１２

▽
募
集
期
間

８
月
５
日

～

日

（水）

１６

（日）

▽
試
験
日

８
月

日
２９

（土）

▽
試
験
会
場

豊
岡
ジ
オ
・

コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
豊

岡
市
祥
雲
寺
）、神
戸
商
科

キ
ャ
ン
パ
ス（
神
戸
市
西
区
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

経
営
部
学
務
課

☎
０
７
９
６（

）６
０
７
９

３４

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（６月のテーマ）【月曜】うつりやすい結膜炎にご注意

税市 県 民 税 １期

納期 ６月３０日（火）まで

６月の税６月の税

■問い合わせ先 兵庫県県土整備部土木局総合治水課 ☎０７８－３６２－９２６５

ながす・ためる・そなえるを組み合わせた「総合治水」をすすめています
近年の豪雨等による浸水被害を軽減するため、兵庫県では「総合治水条例」を施

行し、「ながす」「ためる」「そなえる」を組み合わせた「総合治水」をすすめています。
詳しい内容については、兵庫県のホームページをご覧ください。

http://web.pref.hyogo.lg.jp/ks13/sougouchisui-jyorei.html

「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
」

更
新
申
請
手
続

「
指
定
難
病
及
び
特
定
疾
患（
ス
モ
ン
）

医
療
受
給
者
証
」
更
新
申
請
手
続

募

集

募

集

農
地
中
間
管
理
事
業
の

農
地
借
受
希
望
者
の
募
集

県
立
大
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
平
成

年
度
入
学
者
募
集

２８

第
６
回
自
然
再
生
学
会
全
国
大
会

兵
庫
県
朝
来
市
大
会
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

（
注
）条
件
に
よ
っ
て
表
示
の

家
賃（
月
額
）よ
り
も
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
受
付
期
間

６
月

日

～

日

１０

（水）

２２

（月）

※
入
居
に
は
、申
込
み
資
格

等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。詳

細
は
、都
市
開
発
課
に
確

認
い
た
だ
く
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

兵
庫
県
青
少
年
本
部
は
、

時
代
を
担
う
青
年
が
、友
好

関
係
の
あ
る
国
を
訪
問
し
、

現
地
青
年
と
の
交
流
を
は
じ

め
と
す
る
体
験
活
動
を
通
じ

て
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
平
成

年
度

２７

洋
上
大
学
海
外
養
成
塾
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程

９
月

日

～

１０

（木）

日

５
泊
６
日

１５

（火）

▽
行
き
先

中
華
人
民
共

和
国（
海
南
省
・
香
港
）

▽
定
員

人
８０

▽
費
用

８
万
１
千
円

※
旅
行
代
金

万
２
千
円

１６

（
予
定
）の
う
ち
、県
が
半
額

を
負
担

▽
応
募
資
格

県
内
に
在

住
、在
勤
、在
学
す
る
お
お
む

ね

歳
～

歳
の
青
年
な
ど

２０

３５

▽
内
容

①
現
地
青
年
と
の
交
流
、

現
地
青
年
も
参
加
す
る
班

別
行
動
な
ど
に
よ
る
多
彩

な
交
流
・
体
験

②
現
地
企
業
訪
問
や
現
地

兵
庫
県
民
会
と
の
交
流

▽
応
募
期
限

７
月

日
１３

必
着

（月）▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
青
少
年
本
部

☎
０
７
８（
８
９
１
）７
４
１
０

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協

会
は
、平
成

年
度
に
実
施

２７

す
る
支
援
事
業
の
助
成
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
事
業
》

▽
対
象
団
体

但
馬
地
域

で
清
掃
、保
全
・
創
造
活
動

を
行
う
、５
人
以
上
の
清
掃

従
事
者
・
会
員
が
い
る
団
体

▽
対
象
活
動
・
助
成
金
額

①
清
掃
活
動
…
清
掃
活
動

に
使
用
す
る
指
定
ゴ
ミ
袋
の

実
費

②
環
境
保
全
・
創
造
活
動

…
３
万
円
ま
で

《
但
馬
人
材（
講
師
）派
遣
支
援
事
業
》

▽
対
象
団
体

「
あ
し
た
の

ふ
る
さ
と
・
但
馬
づ
く
り
」に

資
す
る
活
動
を
行
う
団
体

▽
対
象
事
業

但
馬
ふ
る

さ
と
づ
く
り
協
会
の
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
の
あ
る
講
師
を

招
き

人
以
上
の
受
講
者

１０

を
対
象
に
実
施
す
る
研
修

会
等（
他
の
助
成
を
受
け
ず

営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
）

▽
助
成
費
用

講
師
謝
金

と
し
て
１
万
円
ま
で

《
申
請
方
法
》

所
定
の
申
請
用
紙
に
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出

《
問
い
合
わ
せ
先
》

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

☎
０
７
９
６（

）２
２
４
７

２４

募

集

募

集

平
成

年
度

２７

洋
上
大
学
海
外
養
成
塾

山東支所出会いサポート事業 第９回「ホットないで湯でお結びパーティー」参加者募集
よふど温泉サポートクラブと山東支所では、定住促進や少子化対策など人口施策として開
催する、婚活支援イベント参加者を募集しています。
◆期日 ７月１２日（日） ◆会場 よふど温泉ほか ◆対象 ２０・３０歳代の独身の男女 男性：
市内在住または在勤の人 女性：住所・勤務地は問いません ◆参加費 ４,０００円 ◆申込期
限 ６月３０日（火） ◆申込み・問い合わせ先 山東支所地域振興課（☎６７６－２０８０）

③②①
宮ノ下第２住宅
（４０５号）

生野第２団地
（２号）

生野第１団地
（Ｄ２号）

住宅の
名称

山東町楽音寺生野町真弓生野町真弓場所

３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ間取り

２４,３００円～
３６,２００円３５,３００円３５,３００円家賃

（月額）

１戸１戸１戸募集戸数

市
営
住
宅
入
居
者

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

支
援
事
業
助
成
団
体
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【火曜】４月の改定で介護はどう変わったか!?①【水曜】足のしびれ～坐骨神経障害～【木曜】時間栄養学を取り入れたダイエット【金土日】水いぼ（伝染性
ざこつ

軟属腫）
なんぞくしゅ

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

Giselle４DancePlanet《全席指定》前売券好評発売中

公演日：７月１９日（日）／開演：午後４時／料金：１,５００円

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

１０年以上のダンス歴で培った技術で魅了する女性４人のダンス＆ヴォー
カルグループ。昨年秋にメジャーデビューしたばかりの注目アーティストです。

生野マインホール

～飯面雅子が砂でかなでる物語～サンドアート・ファンタジア２０１５in生野マインホール

《全席指定》前売券好評発売中 公演日：８月２日（日）

開演：午後２時／料金：大人２，０００円 高校生以下１,０００円

☎６７９－４５００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

サンドアートの第一人者・飯面雅子さんのパフォーマンス。砂を絵の具がわ
りに画面をさまざまに変化させながら描く様子に魅了されます。

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

頑張る絵画教室生の今 会期：６月５日（金）～２１日（日）

ステンドグラスと古布細工展（ステンドインセクトチカミ）会期：６月２５日（木）～７月１２日（日）
★ステンドグラスの講習会日時・６月２８（日）午前１０時～ 材料費・１,５００円
定員・先着１５人 内容・ガラスでつくるエンジェルのオーナメント

書・あずさ作品展 会期：７月１６日（木）～８月２日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

朝来市市制施行１０周年記念平山郁夫展「鎮魂と祈り」会期：６月７日（日）まで

神戸ゆかりの美術館所蔵「港町神戸が育んだ芸術家たち」展

会期：６月１３日（土）～７月１２日（日）

入館料大人７００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ６月１１日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ６月１０日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ６月１５日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

出張年金相談（無料）豊岡年金事務所職員による相談
時・場 ６月１７日（水）午前１０時～４時 市役所西館２階会議室
時・場 ７月１日（水）午前１０時～４時 朝来公民館２階研修室
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ７月６日（月） 午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ７月４日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 ６月２５日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

書・上地拝硯作品展「あそび心から」会期：６月２８日（日）まで

「草木染」小西康博展 会期：７月１日（水）～３１日（金）

生野まちづくり工房井筒屋

はばタン会員制度は、結婚を希望する独身男
女に「はばタン会員」として登録していただき、会
員の閲覧用プロフィールで相手を選び、双方の合
意が得られれば１対１のお見合いをしていただく
制度です。
（公財）兵庫県青少年本部が実施するもので、
平成２３年２月から今年３月末までに、県全体で
４,５３４人（但馬１４５人）が登録し、４０３組（但馬１２
組）の成婚カップルが誕生しています。
【登録手数料】
５，０００円／年度（平成２７年４月～２８年３月）

【登録受付日時】
水・木・土曜日午前９時～午後５時１５分
（祝日・年末年始休み）

【問い合わせ・申込み先】
但馬出会いサポートセンター
☎６６２－７７０１（但馬長寿の郷内）

女性会員大歓迎！
「はばタン会員」を募集しています
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◆狩猟免許とは 狩猟期間中にシカやイノシシなどの狩猟鳥
獣を捕獲するのに必要な資格です。県や市町の許可を受けて
実施する有害鳥獣捕獲には原則的に必要なものです。
◆試験日程
【１回目】
◎申込期間 ６月８日（月）～２６日（金）
◎試験日・会場 ①７月２５日（土）、姫路市 ②７月２９日
（水）、神戸市 ③８月２日（日）、養父市（わな猟試験のみ）
【２回目】
◎申込期間 ７月２７日（月）～８月１４日（金）
◎試験日・場所 ①９月５日（土）、神戸市 ②９月９日
（水）、姫路市
◆免許の種類 網猟（主に鳥類）、わな猟（獣類のみ）、第一
種銃猟（装薬銃、空気銃）、第二種銃猟（空気銃）
◆問い合わせ先
兵庫県朝来農林振興事務所森林林業課 ☎（６７２）６８８２

《初心者講習会》
兵庫県猟友会は、試験にあたって、狩猟免許試験受験希望者を
対象に、知識・技能に関する初心者講習会を実施する予定です。

◎６月６日（土）・８月１日（土）（網・わな）
◎６月１３日（土）・８月２２日（土）（銃）
兵庫県中央労働センター（神戸市中央区）
◎６月２０日（土）、但馬長寿の郷（養父市）
◆問い合わせ先 兵庫県猟友会 ☎０７８（３６１）８１２７
《有害鳥獣捕獲入門講座狩猟マイスター育成スクール受講生募集》
県は、将来にわたり有害鳥獣（シカ・イノシシ等）捕獲に従事し
ようとする人を対象に、狩猟に関する知識や技術を習得してい
ただく「有害鳥獣捕獲入門スクール」を運営し、捕獲従事者の
確保に取り組みます。
◆スクールの内容
◎狩猟や鳥獣に関する知識、鳥獣被害対策に関する知識、捕
獲技術習得のための講義
◎銃猟実習・射撃実習・わな猟実習等
◆受講料 無料（交通費・各種資格取得費等は受講者負担）
◆定員 約３０人（定員を超える場合は選考）
◆受付期間 ６月８日（月）～２６日（金）
◆問い合わせ先
兵庫県朝来農林振興事務所森林林業課 ☎（６７２）６８８２

市内の小売店や飲食店などで使用できます
朝来市プレミアム商品券を発売
■問い合わせ先 朝来市商工会 ☎６７２ー２３６２

朝来市商工会は、市の支援を受け、朝来市の消費拡大と地

域経済の活性化を図ることを目的に、市内の小売店や飲食店

などで使用できる、「プレミアム商品券」を発売します。

■名称 「たけじぃのお買い物券」

■発売価格

①一般市民用商品券 １セット１０,０００円

（５００円券×２４枚＝１２,０００円分）

②観光客用商品券 １セット５０００円

（５００円券×１２枚＝６,０００円分）

■発行額（発行部数）

①一般市民用商品券 ２億３,０００万円（２万３,０００セット）

②観光客用商品券 ２,０００万円（４,０００セット）

■販売期間 平成２７年６月１６日（火）～売り切れ次第終了

■利用期間 平成２７年６月１６日（火）～１２月１５日（火）

■販売上限

①一般市民用商品券 １人３セットまで（３万円）

②観光客用商品券 １人５セットまで（２万５千円）

■販売対象

①一般市民用商品券 朝来市内に在住・在勤の人

②観光客用商品券 観光客（市外）等

■販売場所

①一般市民用商品券

朝来市商工会本支所（６月１６日（火）～平日の売り切れまで）

竹田地区コミュニティセンター・法道寺公民館（６月１６日（火）～１９日（金））

②観光客用商品券

生野観光案内所 情報館「天空の城」（観光案内所）

道の駅但馬のまほろば 道の駅フレッシュあさご

道の駅あさご 山城の郷 生野銀山（順不同）

（販売は各販売所の営業時間内）

■取扱店

登録事業所（応募のあった朝来市商工会員事業所）

「狩猟免許試験」実施のお知らせ ～初心者講習会・狩猟マイスター育成スクールを開催します～

平成27年度のキャッチフレーズ
「地域力×女性力＝無限大の未来」

このキャッチフレーズは、内閣府が「身近な女性の活躍を地

域ぐるみで応援するキャッチフレーズ～女性の力を活かして
い

元気な地域社会をつくるために～」を募集し、選んだものです。

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれ

の個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現する

ためには、一人ひとりの取り組みが必要です。

私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会

に考えてみませんか？

◎朝来市でも、週間中に朝来市男女共同参画推進委員会を

中心に、街頭啓発やケーブルテレビでのキャンペーン活動に

取り組む予定です。

６月23日（火）～29日（月）は
「男女共同参画週間」です
■問い合わせ先 人権推進課 ☎６７２－６１２２

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です！

◎ゴルフ場利用税は、その１０分の７がゴルフ場のある市町に

交付され、周辺環境の保全等地域の行政サービスを支える

貴重な財源として役だっています。

◎税額は、ゴルフ場の規模、利用料金等に応じて定められて

おり、１人１日あたり３００円～１,２００円です。

◎次の人については、ゴルフ場利用税は非課税です。

（申出書等の提出と証明が必要です）

①１８歳未満または７０歳以上の人 ②障害者

③国民体育大会に参加する選手

（同大会のゴルフ競技としての利用に限ります）

④学校の教育活動としてゴルフを行う学生、生徒、教員等

県や市町の貴重な財源です
ゴルフ場利用税
■問い合わせ先 兵庫県豊岡県税事務所☎０７９６－２６－３６３０
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同居または隣居する際の住み替え費用の一部を補助
朝来市多世代同居・隣居住み替え支援事業
世代間で支え合いながら生活する多世代家族の形成を

促進し、子育て支援や高齢者の独居減少、家族のサポート

による女性の就業支援を目的として、離れて暮らす親世

帯・子世帯が同居または隣居する際の住み替え費用の一

部を補助します。

■内容

親世帯・子世帯が、相手方世帯と同居または隣居する際

に引っ越し業者に支払った引っ越し運送費用等の２分の

１以内（上限１０万円）を補助

■対象者

補助金の交付申請日において、移転世帯（引っ越しする

世帯）の世帯主

■要件等

◎親世帯…世帯員の中に子世帯の父・母・祖父・祖母の

いずれかの者が含まれている世帯

◎子世帯…世帯員が２人以上であり、かつ世帯員の中

に親世帯の子・孫のいずれかの者が含まれている世

帯

◎同居…親世帯と子世帯が１棟の建物に居住している

こと

◎隣居…親世帯と子世帯が同一敷地内か隣接敷地内に

ある２棟以上の建物に居住していること

◎補助対象経費…引っ越し業者（貨物自動車運送事業

法第３条の許可を受けている者）に支払った引っ越

し運送費用等が対象

■対象者

◎補助金の交付申請日において、親世帯または子世帯

の世帯員が３年以上住民登録し、かつ、居住している

必要があります。

◎この補助金の交付決定を受ける前に引っ越しをした

場合の費用は、補助の対象となりません。

◎親世帯・子世帯が同時に引っ越しをする場合は、どち

らか一方の世帯の世帯主のみの申請となります。

◎親世帯または子世帯の世帯員が、この事業による補

助金を過去に受けている場合は申請できません。

◎親世帯または子世帯の世帯員が、市税等市の徴収金

を滞納している場合は申請できません。

移住者を対象に起業経費の一部を補助
朝来市移住起業者支援事業
市外から朝来市へ移住して新たに起業する人を対象に、

起業に要する経費の一部を補助します。

■内容

起業にかかる経費（事業所等の増改築または事業に必要

な設備、備品など）の２分の１以内（上限２００万円）を補助

（補助金の交付については、最長３年度間に分割して交付）

■対象者

補助金の交付を申請する日において、朝来市へ転入後

暮らすなら・起業するならやっぱり朝来市
朝来市で定住・起業する人のための支援制度を新しく創設しました

原則３年未満で、朝来市に住民登録をしている人（ただ

し、転入日前３年以内に住民登録をしていた人は除きま

す）

■対象業種

日本標準産業分類大分類に掲げる、製造業（事業所等で

の小売りを伴うものに限ります）、情報通信業、学術研究、

専門・技術サービス業、宿泊業、飲食サービス業（バー、

キャバレー、ナイトクラブを除く）、または 市長が必要と

認めた業種

■その他要件

◎事業計画に収益性・継続性が認められること。

◎補助金の交付決定後に事業着手すること。

◎補助金の交付を受けた日から３年以上朝来市内に定

住し、事業を継続すること。

◎朝来市商工会の経営指導を受けること。

◎市税等市の徴収金を滞納していないこと。

移住促進を目的とした事業を支援
朝来市移住推進支援事業補助金
公共的団体（注１）が移住希望者（注２）の移住促進を目

的とした事業を実施する場合、最大３０万円を支援します。

（注１）行政区、地域自治協議会、地域活性化に資する非営利団体

（注２）朝来市に住民登録をし、生活の本拠を市内に置くことを希望

する者

■対象者

行政区、地域自治協議会、地域活性化に資する非営利団

体（公共的団体）

■対象事業

公共的団体が実施する移住を勧奨する事業（施設整備

等のハード事業を除く）

例えば…

①地域の空き家を調査し、朝来市空き家バンクへの物件

登録に向けた不要な家財道具の搬出作業等を行うこと。

②移住希望者の就農支援や就労支援に関すること。

③移住希望者と地域住民等との絆づくり（農家民宿体験
きずな

や田舎暮らし体験）に関すること。 など

■補助対象経費

報償費（講師等への謝礼）、需用費（チラシ作成費、消耗

品代等）、役務費（通信運搬費、保険料等）、委託料、使用料、

賃借料等の補助対象経費（他制度による補助や事業を実

施することによって得られる収入がある場合は、その額

を補助対象経費から控除した額）

※補助は１団体につき１年１回限りで、補助額は３０万円

を上限とします

※詳しくは問い合わせください

■その他

①事業内容について、趣旨・公共性、特色・工夫、実効性、継

続性・発展性の基準で審査します。

②移住希望者の移住に伴う相談や移住後の相談にも、市

と連携して対応するよう努めてください。

③制度期間は平成２７年度～２９年度の３年間です。

■問い合わせ先 あさご暮らし応援課 ☎６７２－１４９２ teijuu@city.asago.hyogo.jp
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叙叙叙

勲勲

平
成

年
春
の
叙
勲
、
高
齢
者
叙
勲
を

２７

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

上村 道夫さん
うえむら みちお

（和賀区）

昭
和

年

月
か
ら

年

月
ま

５９

１１

６３

１１

で
、平
成
４
年

月
か
ら

年

月
ま

１１

１２

１１

で
の
あ
わ
せ
て
３
期

年
間
に
わ
た
り

１２

和
田
山
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
。

議
長
を
は
じ
め
要
職
を
歴
任
し
た
ほ

か
、下
水
道
整
備
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
利
用
環
境
改
善
と
い
っ
た
課
題
に
取

り
組
む
な
ど
、地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

谷本
たにもと

和夫さん
かずお

（法興寺区）

旭
日
単
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

昭
和

年
５
月
か
ら
粟
鹿
村
・
山

２３

東
町
の
職
員
と
し
て
職
務
を
遂
行
。昭

和

年
７
月
に
山
東
町
助
役
に
選
任

５９
さ
れ
、約

年
間
に
わ
た
り
町
長
を
補

１５

佐
し
、行
政
改
革
大
綱
策
定
、山
東
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
、西
宮
市
立
山

東
少
年
自
然
の
家
の
開
所
な
ど
、自
治
、

教
育
、文
化
、福
祉
な
ど
の
向
上
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

県
は
、５
月
３
日
、平
成

年
度

２７

県
功
労
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

平成６年４月から山東町議会議員と

して、合併後は、朝来市議会議員として

活躍。平成２１年１１月から１年間にわ

たって市議会議長を務めたのをはじめ、

常任委員会委員長などの要職を歴任し、

地方自治の発展に貢献されています。

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

神
戸
新
聞
社
会
賞吉田

よしだ

利栄さん
としひさ

（玉置区）

永年にわたり竹田

城跡の写真を撮り続

け、現在の人気のきっ

かけをつくられました。

【
自
治
功
労
】

人権擁護委員として、日ごろから人権擁

護活動や人権意識の高揚などに尽力さ

れています。（５月３日付）

足立賢一郎さん
あだち けんいちろう

（諏訪区）
福富宏三さん
ふくとみ こうぞう

（市御堂区）

木村
きむら

圭介さん
けいすけ

（溝黒区）

まちづくりに関するテーマをもとに、話題提供者

の話を聞いて、参加者と一緒にわいわいと語り合

い、学びあう場です。語りたい人、じっくり議論を聴きたい人、参加

のスタイルは自由です。お友だちを誘って、気軽に集いません

か？（参加費・無料）

【第１回】

◎開催日時 ６月２５日（木）午後７時３０分～

◎開催場所 山東公民館（交流ルーム）

◎話題提供者 自然食農家レストラン三心五観
さ ん し ん ご か ん

藤本
ふ じ も と

傑士さん（丹波市在住）
た か し

◎テーマ 「自分らしく自然とともに生きる」

神戸で生まれ育ち、持続可能な農的暮らしに出会い、３４歳で

丹波市へ移住・就農し、３５歳で自然食農家レストランを開業。

丹波市や阪神間などで田舎暮らしや起業のイベントセミナーを

開催し、田舎で自分らしく自然とともに生きる魅力を伝え、丹波

市へ訪れるファンや移住者の増加を大きく下支えされています。

藤本さんの暮らしや魅力ある仕掛けづくりを探ります。

【第２回目以降】 毎月第４木曜日を基本に開催します。

どの回からでも自由に参加できます。お誘いあって気軽にご参

加ください。詳細は、市ホームページをご覧いただくか、総合政策

課にお問い合わせください。

《主催・問い合わせ先》総合政策課☎６７２－６１１０

E-mailsougou@city.asago.hyogo.jp

坪内
つぼうち

一由さん
かずよし

（枚田区）

平
成
４
年

月
か
ら
和
田
山
町
議

１１

会
議
員
、朝
来
市
議
会
議
員
と
し
て
、

約

年
間
に
わ
た
り
在
職
。朝
来
市
議

２１
会
議
長
、副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。朝
来
市
合
併
で
は
住
民
と
一
体
と

な
っ
た
議
論
を
推
進
し
た
ほ
か
、合
併
後

も
市
内
全
域
で
の
認
定
こ
ど
も
園
設
置

に
尽
力
す
る
な
ど
、議
員
活
動
を
通
じ
て

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

県
功
労
者
表
彰
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生野地域では、国の「生野鉱山及び鉱山町の重要文化的景観」の選定を受けたこと

を契機として、滞在型観光を目ざす『鉱山町の観光ビジネス構築モデル事業』に取り組

んでいます。そこで、歴史講座を通じて地域住民の意識を高め、生野史を後世につない

でいくことを目的に「生野歴史講座」を開講します。今回は、町内で生野史の研究活動に

力を注ぐ５人の皆さんに、それぞれの時代を分かりやすく解説していただきます。

◎時間 午後７時～８時３０分

◎会場 朝来市生野庁舎 ２階会議室

※参加申し込みは不要です。当日、直接会場までお越しください。

五五人の語り部が伝え五人の語り部が伝えるる
生野黄金時生野黄金時代代

■生野公民館からのお知らせ

生野歴史講座を
開催します

講 師テーマ期 日

杉浦健夫さん
す ぎ う ら や す お

「播磨国風土記の世界」①６月１６日（火）

椿野兵馬さん
つ ば き の ひ ょ う ま

「信長、秀吉を支えた生野の銀」②６月３０日（火）

山田定信さん
や ま だ さ だ の ぶ

「日本最大級を誇る間歩（まぶ・坑口）」③７月１４日（火）

小椋俊司さん
お ぐ ら し ゅ ん じ

「生野義挙の果たした役割」④７月２８日（火）

山田治信さん
や ま だ は る の ぶ「山はどのようにして掘られたのか…？」

（鉱山の採掘方法）
⑤９月１日（火）

◎公民館講座・教室
（文学、芸術、健康福祉、生活、国際交流）
◎学校の休日を利用した野外活動
◎地域の生活課題に関連した学習会
◎研修会、講演会

学
ぶ

◎文化祭、スポーツ大会、作品展

◎同好会、サークル活動、座談会
集
う

◎地域のリーダーや指導者の養成
◎ネットワーク
◎広報

結
ぶ

■公民館はこんな場所

公民館では、今年度は３７の講座・教室の受講生を募集し、７１２人（４

月末日現在）の皆さんが受講します。たくさんのことを学び、学んだことを

実践し、さらにはお持ちの知識や技術を地域の人たちに紹介していただき、

人づくり・地域づくりの輪をつくってみませんか。「何か始めてみよう！」と思っ

たら、お近くの公民館へお越しください。お待ちしております。

公民館は、子ども
から大人まで生涯
にわたって楽しく学
習できるんだよ！

公民館のボランティアや
サークル活動に参加した
ら友だちが増え、いろん
な体験ができるんだよ！

Facebook勉強会
（初心者のみ先着１０人）
Facebookを使ってみたい。と思い

ながらとまどっていませんか？

Facebookは友だちを増やし、自

分の活動を知ってもらうことがで

きます。

こんなことが聞きたい、分からない

ことがあるなど、質問がある場合

は事前にご連絡ください。

◎日時・会場

７月１７日（金）午後７時～

生野庁舎２階

◎内容

討論・歓談

（参加者同士で考えるスタイル）

※途中参加・退席自由です。

◎持ち物

インターネットにつながる

スマートフォン

◎参加費 １００円

◎問い合わせ先

生野公民館（☎６７９－３５４４）

（６月号担当：生野公民館）
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

こんにちは、朝来市公民館です。

さて今回から、市民の皆さんに公民館活動や生涯学習について、知って、参加して、一緒に学び、親しんで活動

していただきたいと願い、広報の紙面を通じて「朝来市公民館だより」を毎月お送りします。

今後は、市内４地域の公民館の活動をわかりやすくご紹介していきたいと考えています。よろしくお願いします。



健康コーナー

朝来市では、健康あさご２１（健康増進計画・食育推進計

画）に基づいて、食を通じた健康づくりを進めています。

食に関する知識を深め、楽しみながら健康的な食生活や

健康づくりを実践しましょう。

《毎年６月は「食育月間」です》

「食育月間」は、家庭、学校、地域、職場など社会全体で、

より一層、食育の推進に取り組んでいただくことを目的に、国

の「食育推進計画」で定められたものです。

この機会に、「食育」に取り組み、健康的な生活の基礎を

築きましょう。

ホームページに、食と栄養に関する情報を随時掲載してい

ます。ぜひご覧ください。

糖尿病予防教室の参加者を募集しています。お早めにお

申し込みください。

◆日時 ６月１９日（金）午後１時３０分～午後３時

◆会場 和田山保健センター（立ノ原）

◆内容 講話「糖尿病にならないための生活習慣」

講師間島医院院長間島毅彦さん
ま じ ま た け ひ こ

食を通じた健康づくり ～健康あさご２１～

おいしく、楽しく、バランスよく！
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できることから始めよう！
○食を通じたコミュニケーションをとりましょう。
○バランスのとれた食事をとりましょう。
○望ましい生活リズムをつくりましょう。
○食を大切にする気持ちを持ちましょう。
○食品の安全性に関する意識と関心を高めましょう。

～毎月１９日は食育の日～

健健健康康カレカレンンダーダー
６６／１６～７／１６／１６～７／１５５

場 所内 容
曜
日

日月

糸井地区市民会館総合健診火１６

６
月

大蔵地区市民会館総合健診水１７

和田山農業研修センター

和田山保健センター

献血

８か月児健診
木１８

和田山保健センター糖尿病予防教室金１９

山東老人福祉センター献血木２５

東河地区市民会館総合健診月２９

和田山保健センター総合健診火３０

和田山保健センター総合健診水１

７
月

和田山保健センター総合健診木２

和田山保健センター

竹田地区市民会館

生野保健センター

１歳６か月児健診

総合健診

こころのケア相談（予約制）

木９

和田山保健センター

竹田地区市民会館

３歳児健診

総合健診
金１０

和田山保健センター８か月児健診火１４

さんとう緑風ホール総合健診水１５

※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。

糖尿病予防教室 参加者募集

■問い合わせ先 和田山地域振興課☎６７２－６１３７

森はな先生からのメッセージ～市原悦子さんを迎えて～
◆日 時 ７月２５日（土）午後２時３０分開演 ◆会 場 和田山ジュピターホール（玉置）

◆出 演 市原
い ち は ら

悦子さん（森はな作品の朗読とお話）、大蔵小学校４～６年生の皆さん（歌物語「じろはったん」）
え つ こ

◆料 金 大人１,０００円高校生以下５００円≪全席自由≫※未就学児の入場はご遠慮ください

地域包括支援センターの 窓

「最近、ちょっともの忘れがあるように思うなあ」
「ちょっと心配だなあ…」など、もの忘れが気になるこ
とはありませんか？簡単な検査と問診で、脳健診を
受けることができます。
結果をその場でお返しし、生活上の助言も行いま

す。まずは、ご相談ください。相談には予約が必要で
す。必ず相談を希望する日の１週間前までに地域包
括支援センターまでご連絡ください。

「脳元気度チェック」（脳健診）のお知らせ

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

※「脳元気度チェック」は、認知症に関する生活上のアドバイ
スを行うもので、認知症の診断を行うものではありません。
※今後の生活の支援のために検査の結果、生活指導内容
などをご相談のうえ、担当ケアマネジャー、高齢者相談セ
ンターにお伝えすることがあります。

相談予定日
内 容時 間会 場日 程

〇健康チェック
〇脳健診
◎記憶力などの検査
◎言語・注意力などの
検査
◎問診
〇今後のアドバイス
（生活指導など）
※担当：心理士

午後

１時３０分

～

３時３０分

（予約制）

朝来老人福祉保健センター
平成２７年

６月１０日（水）

生野保健センター７月８日（水）

和田山保健センター９月９日（水）

朝来老人福祉保健センター１０月１４日（水）

和田山保健センター１２月９日（水）

朝来老人福祉保健センター
平成２８年

１月１３日（水）

和田山保健センター３月９日（水）

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター ☎６７２－６１２５



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

市は、６月１５日から９月１０日まで、各

地区で総合健診を実施します。

総合健診は、特定健診（特定基本健診）

とあわせて、肺・胃・大腸・前立腺の各がん

検診や、肝炎ウイルス検診、腹部エコー検診、骨粗鬆症検
しょう

診を同日に実施するものです。

※９月の健診日程については、広報８月号でお知らせします。

《受診をされる皆さんへ》

☆すでに申し込まれている皆さんには、実施日の約３週間

前に受診日時・会場の案内と受診票等を送付します。

☆申し込まれていない人で、受診を希望する場合は、お早め

に地域医療・健康課（☎６７２－５２６９）までご連絡ください。

☆詳しい実施日程については、広報５月号とともに配布し

ました、「平成２７年度朝来市総合健診実施日程につい

て」をご覧ください。

市は、市民の生涯にわたる健康づくりをすすめるための

「健康あさご２１（朝来市健康増進計画）」を平成１７年度に

策定し、２２年度にその見直しと食育推進計画を加えて、健

康づくりを推進してきました。

今回、平成２８年度を初年度とする１０年間の第２次朝

来市健康増進計画・食育推進計画を策定します。

健康は「守る」だけでなく「創る」ものです。自らの健康づ

くりとともに、市全体で健康づくりを推進していくために、市

民の皆さんにも計画の策定に携わっていただきたいと考え

ています。ぜひご応募ください。

◆定員 ５人以内

◆資格 市内に在住する２０歳以上で、健康づくりに関心

のある人

◆委員の仕事 市の健康づくり施策についてご意見、ご提

案をいただきます。

◆委員の任期 平成２８年３月末まで

◆活動回数 委嘱期間中、４回（予定）の会議に出席

◆委員の報酬 会議の参加１回につき４,０００円

◆応募方法 地域医療・健康課（和田山保健センター）に

電話（６７２－５２６９）または、FAX（６７２－５３６９）で、氏名、住所、

連絡先（電話）を連絡ください。後日、書類選考のための応

募用紙を送付します。

◆申込期限 ６月２５日（木）

６月４日（木）～１０日（水）
～おくりたい未来の自分にきれいな歯～
健康に生きることの支えのひとつが“歯と口”です。歯と

口の健康を守り、自分の歯で食事をおいしく食べることは、

心と体の健康を保つことにつながります。

《「健康あさご２１」歯の健康づくりを実践しよう》

◎妊娠期・出産期…妊娠中からかかりつけ歯科医を持ち、

自分と子ども（胎児）の歯の健康を考えよう。

◎乳幼児期・学童期…歯みがきの習慣化と仕上げみがき

を実践しよう。規則正しい生活習慣を確立し、家族で歯

の衛生に心がけよう。

◎学童期・思春期…食事はしっかり噛んで、口腔の衛生に

心がけよう。清涼飲料を避け、お茶を飲むことを習慣化

しよう。

◎青年期・壮年期…かかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯

科検診を受けよう。

輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくために

は、絶えずだれかの献血が必要です。多くの皆さまのご理解

とご協力をよろしくお願いします。

市民一人ひとりが健康づくりを実践し、地域でその輪を

広げていくよう各界の専門家による講演会を開催します。

◆日時 ７月１２日（日）午後１時３０分～３時３０分

◆会場 あさご・ささゆりホール（新井）

◆内容 「生き方上手で健康長寿」のテーマをもとに各界

の専門分野から講師を招き、短時間の講演と基調講

演、意見交換会を行います。

◎講師

朝来市医師会・内科医師 馬庭幸二さん
ま に わ こ う じ

南但歯科医師会・歯科医師 田中匠さん
た な か たくみ

但馬長寿の郷・理学療法士 小森昌彦さん
こ も り ま さ ひ こ

兵庫大学栄養マネジメント学科・非常勤講師 宮田さと子さん
み や た

大阪大学大学院人間科学研究科准教授 権藤恭之さん
ご ん ど う や す ゆ き

◆問い合わせ先

地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

平平成２７年６月平成２７年６月号号21

【６月の献血予定】

受付時間会 場日 程

午前９：３０～午後１：３０市役所朝来庁舎６月１４日（日）

午前９：３０～１１：１５
午後０：３０～３：３０

和田山農業研修センター６月１８日（木）

午前１０：００～１１：１５
午後０：３０～３：３０

山東老人福祉センター６月２５日（木）

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。
※輸血の安全性を高める４００mL献血へのご協力をお願いします。
※プラス１(ワン)献血（年間複数回献血）にご協力ください。

献血にご協力ください

～健康あさご２１～ 年１回は健診を受けて健康管理に努めましょう

平成２７年度 朝来市総合健診を実施します

【日程と会場】※７月１７日までの予定
会 場日 程

糸井地区市民会館６月１５日（月）・１６日（火）
大蔵地区市民会館６月１７日（水）
東河地区市民会館６月２９日（月）
和田山保健センター６月３０日（火）・７月１日（水）・２日（木）
竹田地区市民会館７月９日（木）・１０日（金）
さんとう緑風ホール７月１５日（水）・１６日（木）・１７日（金）

朝来市市制施行１０周年記念事業 健康フォーラム２０１５inあさご

生き方上手で健康長寿

第２次朝来市健康増進計画・食育推進計画策定委員の募集

歯と口の健康週間
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４月２９日、「高田向山地蔵まつり」が行われました。
むこうやま

このまつりは、円山川をはさんで高田の集落の対岸にあった、奥山地蔵、
おくやま

日切地
ひぎり

蔵の「お地蔵さん」を、高田一本橋の閉鎖や南但クリーンセンターの建設などに伴

い、集落側に移したことをきっかけに始まったもの。高田区の有志の皆さんでつく

る「高田向山お地蔵さん会」が主催しています。同会では、「お地蔵さん」を守り伝

えていこうと、このまつりをはじめ、歴史をまとめた冊子の制作など、さまざまな

取り組みを進めています。

まつりは今回で４回目。会場となった高田の向山地蔵広場では、じろはったん

の会の皆さんによる紙芝居の上演や、音がさねわのん・尺八和夏竹会による琴と

尺八の演奏、「高田一本橋音頭」の披露など、訪れた人たちは楽しいひと時を過ご

しました。

お地蔵さんが見守るなか開かれました

パン食いレース「うまく取れるかな」

山東地域にある梁瀬・粟鹿・与布土の３つの地域自治協議会の合同による「ふ

れあい交流レク大会」が、５月２４日、梁瀬小学校グラウンドで行われました。

これは、山東地域の連帯感を高めようと開催しているもので、今回で３回目です。

大会のメインとなる“健康と体力づくり部門”の「ミニレク大会」では、１００個のボー

ルをかごに入れる時間を競う玉入れ「アジャタ」や、パン食いレース、ムカデ競争など

１０種の競技に、子どもからお年寄りまで広い年代の皆さんが参加し楽しみました。

また、「おもしろグラウンドゴルフ大会」や、梁瀬自治協「ふらり」ボランティアス

タッフの皆さんによる、「山東元気鍋」のふるまい、コーヒーの販売なども行われま

した。

ネパール連邦民主共和国への義援金を募集しています
４月２５日にネパールで発生した地震の被災者を支援するため義援金を

募集しています。温かいご支援をお願いします。

◆募金箱設置期間 ８月３１日（月）まで

◆設置場所 ◎市役所本庁舎（防災安全課、都市開発課、財務課）◎西館

（市民課、社会福祉課、会計課）◎各支所地域振興課◎ジュピターホールほか

◆問い合わせ先 会計課 ☎（６７２）６１２８

朝来市、市教育委員会をはじめ多くの関係する皆さまのご支援・

ご協力をたまわり、記念すべき「第１回リサイタル」を開催します。

女声コーラス「コーロ・ブリッランテ」は、平成２３年、和田山ジュピ

ターホール開館２０周年事業「ジュピターホールで第九を歌う会」の

メンバー有志によって、平成２４年４月に結成、「第九」演奏会でソリ

ストをつとめる傍ら、合唱指導も行ってきた髙内祥子先生を指導者
た か う ち し ょ う こ

に迎え、和田山町地域で活動しています。「第九」の感動をエネル

ギーとし、歌うことの難しさ、楽しさを皆で分かち合い、和気あいあ

い練習に励んでいます。

結成４年目を迎え、Coro（合唱）Brillante（輝く）の団名のごとく、一人ひとりの歌声が一つになって、輝きと感動を皆さまにお

届けできればと思います。会場の皆さまとの大合唱もあります。たくさんのご来場をお待ちしております。コーラスメンバーも募

集中です。

★日時 ７月５日（日）午後２時開演（１時３０分開場）

★会場 和田山ジュピターホール

★曲目

Ⅰst「日本の四季」ふるさと・ほたるこい他

Ⅱst 女声合唱とピアノのための組曲「葡萄の歌」

Ⅲst「愛・Love・Song」Avemaria、AveVerumCorpus

天使にラブ・ソングを…よりHailHolyQueen他

★入場料 全席自由８００円 チケット発売中です

★問い合わせ先 コーロ・ブリッランテ事務局

☎０９０－７４９１－９９５２（携帯）

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

教科書展示会
平成２８年度に、市内小・中学校で使用する予定の教科

書見本を展示します。

◆期間 ６月２０日（土）～７月５日（日）午前１０時～午後６時

◆会場 あさご森の図書館（新井）※月曜休館

◆問い合わせ先
但馬第４教科書センター☎（６７７）２１１５（学校教育課内）

ファーストリサイタルを開催します
CoroBrillante～コーロ・ブリッランテ～

高田向山地蔵まつり 高田向山お地蔵さん会

ふれあい交流レク大会 山東地域３自治協
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№６７ ヤミ金は犯罪です！暮らしの情報コーナー

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

貸金業の登録をせずに違法な貸し付けを行う、いわゆる「ヤミ金」は犯罪行為です。職場や近所への嫌が

らせ行為を繰り返し、法外な利息の取り立てを続けます。融資を断った相手の口座に一方的にお金を振り

込む「押し貸し」や、融資をする前に保証金を振り込ませる「融資保証金詐欺」などもヤミ金の手口です。関

わり合いを持たないのが一番ですが、ヤミ金の被害にあったときは、周囲の協力も得て毅然として要求を
き ぜ ん

断り、迷わず警察へ通報してください。

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２７年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

０空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

８忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１２車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

５詐 欺

そ
の
他

０部 品 ね ら い

３傷 害１５器 物 損 壊

２暴 行０自 動 車 盗

８万 引 き０オートバイ盗

（４月末累計）５自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

１合計

７累計

２１交通事故

救
急

１６一般負傷

７０急病

２１その他

１２８合計

５１７累計

（４月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

３８９人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

３０子ども

傷
者

１２４高齢者

３９７その他

５４１１合計

４１３９４物損事故

（４月中）

４月の下旬から５月の上旬にかけて、両親と弟の３人がフランスから

やってきました。２週間ほど日本にいて、私もそろって４人で、朝来市内

をはじめたくさんの観光ができました。

５年前、私が奈良に留学することになり、初めて日本に滞在したときに

も３人は来日しました。そのときは、大阪や京都に行きました。お父さんは、

その際に大阪のことが気になったようで、私が朝来市で過ごすことになっ

たときにも、「大阪と似ていますか？」と聞かれました。かなり違いますけど

ね。

そして、３人は朝来市での日々を通じて、朝来市のことをすごく好きに

なりました。竹田城跡、生野銀山、白井大町藤公園をはじめ、朝来市内の

あちこちに行きました。

そして、初めての居酒屋の経験

もできました。そこでびっくりした

ことは、居酒屋に個室があることで

す。フランスでは、レストランに個

室はぜんぜんありません。すごく

便利ですね。面白い経験となりま

した。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）

vol.21朝来市へようこそ！

スマートフォンで、「すぐに借りられる」というキーワードで検索しヒットした業者にメールで３０万

円の融資を申し込み、家族や勤務先の情報を教えた。審査に必要なので３万円振り込むよう言われた

が変だと思い放っておいたところ、勤務先に嫌がらせの電話をされた。 （４０歳代、男性）

▼
先
月
号
は
立

雲
峡
の
サ
ク
ラ
、

今
月
号
で
は
白

井
大
町
藤
公
園

の
フ
ジ
と
、２
か
月
続
け
て
表
紙
の

メ
イ
ン
に
花
の
画
像
を
用
い
ま
し

た
。い
ず
れ
も
、市
内
を
代
表
す
る

名
所
で
あ
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る

場
所
で
す
。▼
５
月
に
入
っ
て
、市

内
で
は「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」や
シ
ス

レ
ー
ゆ
か
り
の
バ
ラ「
絆
」も
、各
所

き
ず
な

で
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。花
を
見

る
こ
と
で
、季
節
を
感
じ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
心
を
豊
か
に
す
る

効
果
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
▼
６

月
は
、朝
来
地
域
で

日
・

日

１３

１４

と
、恒
例
の「
あ
さ
ご
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。こ

の
機
会
に
い
や
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、
市
内
の
知

ら
れ
て
い
な
い
花
の
名
所
な
ど
の
情

報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

つ

集

記後

編
朝来市ポータルサイト講演会

朝来市の情報を発信するポータルサイトの構築

へむけ、「朝来市ポータルサイト講演会」を開催

します。

◆日時 ６月１４日（日）午後２時から

◆会場 和田山ジュピターホール（玉置）

◆内容 記念講演・パネルディスカッション

◆主催 NPO法人あさご創生プロジェクト

◆問い合わせ先 朝来市商工会 ☎（６７２）２３６２
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